
随 意 契 約 理 由 書                 

 

１ 業  務  名 
平成30年度 阪神高速道路の交通管制等に関する調査

検討業務 

２ 業  者  名 阪神高速技研株式会社 

３ 随意契約理由        

 

 本業務は、当社の交通管制システムの機能向上を図るため、交通管制

の主要な機能である情報収集・処理・提供及に関する検討を行うととも

に、交通管制やその他ＩＴＳ関連技術の調査・整理を行い、次期の交通

管制システムの実装に向けた検討・整理を目的としている。あわせて、

交通技術委員会等の運営を行う。 
 業務の円滑かつ効率的な実施のためには、当社の交通管制システム等

における道路交通情報の収集・処理・提供の機能及び運用方法に精通し

た上で、当社の意図を的確かつ迅速に反映し、更なるお客さま視点の情

報提供を実現するための道路交通情報提供に関する技術及びノウハウの

蓄積と品質及びコストパフォーマンスの向上を図れることが必要であ

る。 
阪神高速技研株式会社は、当社の経営戦略、方針に基づき、当社のグ

ループ会社として、当社と一体となって業務を実施するために設立され

た法人であり、過年度より実施してきた交通管制に関する業務を通じ

て、当社の交通管制システム等における道路交通情報の収集・処理・提

供の機能及び運用方法を熟知しているのみならず、共通の経営目的を持

って業務を行い、お客さま視点の情報提供を実現するための道路交通情

報提供に関する技術及びノウハウの蓄積と品質及びコストパフォーマン

スの向上を図っている。 
以上により、同社は、他社よりも本業務を適切かつ効率的に実施でき

るものと考えられるため、阪神高速道路株式会社契約規程第２条第１号

の規定により随意契約とするものである。 

  

 

 

阪神高速道路株式会社契約規程第２条第１号に該当するものとして、随意契約

するものである。 

 


